
 
 
平成 22 年 6 月 20 日（日） 

常盤ときめき隊 朝市スタート 編 

 

半年ぶりのみんなが待ちに待った日曜市です。３年目の

「日曜市」初日はお天気に恵まれて、ときめき隊の皆さんも

張り切って開店の準備をしていました。私達すみれ会の会

員もお手伝いです。 

 

開店を前に新鮮な野
菜や山菜を手際よく並
べていきます。 
今日の目玉・お勧めの
一品は平山さんの手
によって入り口横のボ
ードに掲載されていま
す。 

 

「ほっとステーション」の前は大勢の人出でにぎわってい

ます。その上町商店街通りは、かわいい花がいっぱい咲い

て集まった人々の目を楽しませています。 

今年の日曜市は開店時の混乱をさけるために、午前１０

時開店を厳守することをお客さんに説明して、ご協力いただ

きました。そのせいか準備もしっかり整って上々のスタートに

なりました。 

 

半年ぶりの再会に売り手と買い手のおしゃべりが弾みま

す。おしゃべりを楽しみながら新鮮な野菜や花苗の品定めを

します。日曜市に来てくださった皆さんは、この市の開始を

首を長くして待っておられたのでしょうね。 

６月が近づくにつれて「日曜の市はいつから始まるの」と

何人もの方々に質問されました。「週に一度の楽しみだも

の」と言われると、私達もとてもうれしく思いました。 外には半年ぶりの開店を待つ
お客さんがたくさん。 

 

生産者が見えない品物を買うことが「ふつう」の社会です

が、この日曜市のように、農家の人からじかに生産方法や

食べ方を聞き、買い物をするのはとてもぜいたくなことです。

その上、新鮮で格安の値段で野菜を買えるとあって、車のな

い高齢の方々には、ことに楽しみな場所のようです。 

いろいろ工夫して、今年のときめき日曜市はスタートしま

した。常盤ときめき隊、すみれ会もお客さんと共に大いに交

流を楽しみたいと思います。 

 

文： 相澤 レイ子 

 

開店と同時に店内は大盛況。あ
ちこちで話の花が咲きます。こ
れから半年間，またよろしくお願
いします。 


